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　「風邪をこじらせたら肺炎になるよ」
　子どもの頃，親に散々注意されたこのフレーズは，最強の俗説といっても過言では
ないと思う．数十年を経て医師となった現在，親となり寒い日に半袖のわが子を見る
とつい口に出そうになるが，はたして感冒すべてがこじらせると肺炎になるのかは甚
だ疑問である．
　肺炎と聞いて，われわれ医療従事者の多くが想定するのは細菌性肺炎であり，感染
状況による起炎菌の違いから市中肺炎と院内肺炎に分類されてきた．最近では医療・
介護関連肺炎という病名が提唱されているが，高齢化率の上昇とともに医療・介護施
設も多様化し，誤嚥や耐性菌の問題を抱えたこれらの肺炎は臨床医にとって頭の痛い
問題である．2020年に COVID­19パンデミック時代を迎え，新型コロナウイルス

（SARS­CoV­2）による肺炎が大きく注目された．当初は予防接種もなく，重症化する
と致命的となる COVID­19肺炎の恐怖に全世界の医療従事者にも緊張が走った．ま
さに「風邪をこじらせると肺炎になる」を思い知らされた適例ではなかったかと思う．
　さて，実臨床において肺炎の診断は適切になされているだろうか？　熱，咳，痰が
出ていて，胸部 X腺を撮ったら肺に影があったから肺炎，と言いたいところだが，そ
んなに単純ではない．最近は CTが普及し，より細かい肺の陰影の評価を行うことが
できるようになったが，救急で細菌性肺炎と診断されて加療開始されたにもかかわら
ず，一向に改善が得られない症例を時々経験する．抗菌薬のスペクトラムが当たって
いないのか，はたまた細菌性以外の原因による肺炎なのか，そもそも肺炎ですらない
ということもよく経験する．高齢者の肺炎には心不全を合併することが多く，そうな
ると肺炎の陰影なのか心不全による肺の陰影なのかを鑑別することは決して容易なこ
とではない．ぼやくようで恐縮ではあるが「たかが肺炎，されど肺炎」である．
　本特集では一筋縄ではいかない肺炎症例が数多く紹介されている．日常診療の参考
となれば幸いである．
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